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講座５ 
3 ⽉ 14 ⽇（⽊）10:00〜16:00 ◇ おひとり様 15,000 円（税込）
新時代を迎える処理困難物の処理・リサイクル 

法規制によって取扱い方が個々に規定されている処理困難物。本セミナーでは雑品スクラップ、PCB 廃棄物、廃充電式電池、廃太陽光パ

ネルなどの取扱い・処理技術について最新の事例を紹介します。 

「雑品スクラップ取り扱いの最新動向」（仮題） メジャーヴィーナス・ジャパン株式会社 シニアコンサルタント 堀⼝昌澄⽒ 

「家庭系有害・危険廃棄物の状況について」（仮題） 株式会社ハチオウ 取締役副社⻑ 森 雅裕 ⽒ 

「ＰＣＢ廃棄物の現状と課題」 ⼀般社団法⼈⽇本 PCB 全量廃棄促進協会 会⻑ 加藤宣⾏⽒ 

「太陽光パネル処理・リサイクル事業について」（仮題） 株式会社エーシー 環境リサイクル部 部⻑ ⼤友 潤 ⽒ 

「充電式電池の再資源化事業について」（仮題） ⽇本リサイクルセンター株式会社 代表取締役 増⽥耕⼀⽒ 

講座 6 
3 ⽉ 14 ⽇（⽊）10:00〜16:00 ◇ おひとり様 15,000 円（税込）
焼却・最終処分の今後と燃え殻ばいじんリサイクル 

ますます新規開設が難しくなる最終処分場と焼却施設。廃プラスチック類の再資源化が行き詰る中で、逆に適正処理・処分の需要は高まっ

ています。幾つかの開設計画はあるものの、特に中部・首都圏以東は供給不足が深刻化しています。今後の両事業はどのように推移していく

のか。打開策の 1 つとして燃え殻・ばいじんのリサイクルもクローズアップされているが、厳密な受入基準と再生品の品質保持が欠かせませ

ん。 

「廃棄物最終処分・焼却事業の今後の展望」 ⼤栄環境株式会社 ご担当者 

「管理型処分場 今後の市場性と施設運営」 仙台環境開発株式会社 企画開発室 主任 岡島美⾹⽒ 

「首都圏の焼却市場の近況と今後の方向性」 株式会社ショーモン ⼯場⻑ 関場 修 ⽒ 

講演タイトル④/講師名 

他 講師 2 名交渉中/講師名 

講座７ 
3 ⽉ 15 ⽇（⾦）10:00〜16:00 ◇ おひとり様 15,000 円（税込）
⾼齢化社会に対応する遺品整理・お⽚づけビジネスの着眼点 

講座の説明***** 

（講演タイトル未定） 環境省 環境再⽣・資源循環局 廃棄物適正処理推進課 ご担当者 

「高齢化時代の一時多量ごみと自治体のごみ処理政策」（仮題） 公益財団法⼈廃棄物・３R 研究財団 調査部⻑ 藤波 博 ⽒ 

（講演タイトル未定） 阿部記念法律事務所 所⻑ 弁護⼠ 阿部 鋼 ⽒ 

「家財整理業者と連携した高齢者生活支援サービスの展開」（仮題） ホームネット株式会社 ご担当者 

「家庭系ごみのお片づけ・回収サービスが生み出す地域循環の新たな事業モデル」（仮題） 

  株式会社⼭本エコロジーサービス 代表取締役社⻑ 平川知⾏⽒ 

他 講師 1 名交渉中/講師名 

講座８ 
3 ⽉ 15 ⽇（⾦）10:00〜16:00 ◇ おひとり様 15,000 円（税込）
2019 年転換期に廃棄物処理法はどう対応するか 〜違反事例と罰則〜 

講座の説明**** 

「不適正処理防止のためのポイントと実務」（仮題） 渡辺⼀法⽒ 
「廃棄物リスクの実態～取締りの厳格化を乗り切るためには～」 

 イーバリュー株式会社 環境ソリューショングループ マネージャー 佐藤 健 ⽒ 
「最近の違反事例で学ぶ廃棄物処理法」 BUN 環境課題研修事務所 主宰 ⻑岡⽂明⽒ 

「排出事業者が注意すべき法律のポイント」（仮題） 佐藤泉法律事務所 弁護⼠ 佐藤 泉 ⽒ 

佐藤氏、長岡氏のパネルディスカッション 

 
 
 
 
※以上情報は 2018 年 12 ⽉ 28 ⽇時点のものです 
※セミナープログラムはやむを得ず変更になることがあります。最新情報は弊社 HP でご確認いただけます。 
 

〔問合せ先〕 ⽇報ビジネス株式会社 NEW 環境展記念セミナー事務局〔平⽇ 9:30〜11:50、12:50〜17:00〕 
 申込み・⽀払いについて：☎03-6685-9392 FAX03-5276-4432 
 セミナーの内容について： ☎03-3262-3488（環境編集部） 
 ◎3 ⽉ 12〜15 ⽇のセミナー事務局・環境編集部宛の電話は、環境展記念セミナーの会場に転送されます。 

 ◎3 ⽉ 11 ⽇ 17 時以降に届きました FAX は、3 ⽉ 18 ⽇まで確認・ご回答できません。予めご了承ください。
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2019NEW 環境展記念セミナー受講申込書 
送付先 FAX.03-5276-4432（事前申込 3 ⽉ 5 ⽇ 15 時着迄） 

次の通り NEW 環境展記念セミナーの受講を申し込みます。 日報ビジネス㈱セミナー事務局 行 

請
求
書
・受
講
券
の 

送
付
先 

会社(団体)フリガナ 住所 〒      － 

会社(団体)名 

所属部署名・役職名 氏名フリガナ ☎番号 

氏名 FAX 番号 

振込期限：3 ⽉ 6 ⽇１５時 ※左記期限までのお振込みがご無理な⽅のみご記⼊ください → 振込予定⽇ 2019 年    ⽉    ⽇ 
事務局への連絡欄 ※留意事項がありましたらこちらにご記入ください 

 

日時・講座名 受講者の所属部署名・役職名 受講者の氏名 受講料 人数 小計金額 

3/12(⽕)13:30〜16:30 
講座 1 
「⽊質バイオマス利⽤（熱利⽤・熱
電併給）と地⽅創⽣」 

  

おひとり様 

\10,000 

(税込) 

人 

\ 
  

  

  

3/12(⽕)13:30〜16:30 
講座 2 
「明⽇からできる業務効率化と省
⼈・省⼒化の好事例」 

  

おひとり様 

\10,000 

(税込) 

人 

\ 
  

  

  

3/13(⽔)10:00〜16:00 
講座 3 
「中国・東南アジア輸⼊規制の急展
開と廃プラリサイクル・処理」 

  

おひとり様 

\15,000 

(税込) 

人 

\ 
  

  

  

3/13(⽔)10:00〜16:00 
講座 4 
「⾷品リサイクルビジネスの新たなステ
ージ」 

  

おひとり様 

\15,000 

(税込) 

人 

\ 
  

  

  

3/14(⽊)10:00〜16:00 
講座 5 
「新時代を迎える処理困難物の処
理・リサイクル」 

  

おひとり様 

\15,000 

(税込) 

人 

\ 
  

  

  

3/14(⽊)10:00〜16:00 
講座 6 
「焼却・最終処分の今後と燃え殻ば
いじんリサイクル」 

  

おひとり様 

\15,000 

(税込) 

人 

\ 
  

  

  

3/15(⾦)10:00〜16:00 
講座 7 
「⾼齢化社会に対応する遺品整理・
お⽚づけビジネスの着眼点」 

  

おひとり様 

\15,000 

(税込) 
 

人 

\ 
  

  

  

3/15(⾦)10:00〜16:00 
講座 8 
「2019 年転換期に廃棄物処理法
はどう対応するか」 

  

おひとり様 

\15,000 

(税込) 
 

人 

\ 
  

  

  

※締切間近は大変混み合います。お早めにお申し込みください。 

※電話番号・FAX 番号は必ずご記入願います。 
合計人数    人 合計金額 \ 

 

〔問合せ先〕 ⽇報ビジネス株式会社 NEW 環境展記念セミナー事務局〔平⽇ 9:30〜11:50、12:50〜17:00〕 
 申込み・⽀払いについて ☎03-6685-9392 FAX03-5276-4432 / 講演内容について ☎03-3262-3488（環境編集部） 

 NEW 環境展開催期間中のセミナー事務局・環境編集部宛の電話は、会議棟 6 階のセミナー会場に転送されます。 
3 ⽉ 11 ⽇ 17 時以降に届きました FAX は、3 ⽉ 18 ⽇まで確認・ご回答できませんので予めご了承くだ 

今後、FAX での弊社からの案内が不要な場合、お⼿数ですが、下記ご記⼊のうえご連絡ください。（送付先 FAX03-5276-4432） 
会社(団体)名〔 〕お名前〔 〕停⽌する FAX 番号〔 〕様宛のＤＭを停⽌ 


